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立田　ルミ	先生　略歴
1946（昭和 21）年　長野県に生まれ、大阪府で育つ
学　歴
1965（昭和40）年３月　大阪府立豊中高等学校卒業
1969（昭和44）年３月　津田塾大学学芸学部数学科卒業
1972（昭和47）年３月　津田塾大学理学研究科修了
1972（昭和47）年６月　修士（理学）（津田塾大学）
職　歴
1969（昭和44）年４月　獨協大学電子計算機室教務職員 ( 副手）（1970年３月まで）
1970（昭和45）年４月　獨協大学経済学部経営学科助手（1974年３月まで）
1972（昭和47）年11月　獨協大学計算センター所員兼任（1981年４月まで）
1974（昭和49）年４月　獨協大学経済学部経営学科専任講師（1980年３月まで）
1980（昭和55）年４月　獨協大学経済学部経営学科助教授（1988年３月まで）
1984（昭和59）年４月　武蔵大学経済学部非常勤講師（1990年３月まで）
1986（昭和61）年４月　日本情報処理開発協会調査委員（1990年３月まで）
1988（昭和63）年４月　獨協大学経済学部経営学科教授（2017年３月まで）
1989（平成元）年10月　国際ファジィ工学研究所調査研究員（1991年３月まで）
1990（平成２）年	２月　獨協大学大学院経済学研究科修士課程経済・経営情報専攻設置認可申請に際し、合教
授の判定を受ける
1990（平成	２）年４月　獨協大学大学院経済学研究科修士課程経済・経営情報専攻教授兼坦（2017年３月ま
で　現在も担当）
1991（平成	３）年４月　獨協大学情報センター研究員兼任（1992年３月まで）
1991（平成	３）年８月　武蔵大学経済学部金融学科設置認可申請に際し、プログラミング各論担当の兼任講師
として「可」の判定を受ける
1992（平成	４）年４月　武蔵大学経済学部非常勤講師（1994年３月まで）
1992（平成	４）年７月　イリノイ大学 CERL 客員研究員（1992年９月まで）
1993（平成	５）年２月　大東文化大学大学院経済研究科経営専攻設置認可申請に際し、研究科博士後期課程情
報処理論特殊講義担当の兼任講師として「可」の判定を受ける
	 大東文化大学大学院経済学研究科非常勤講師（現在まで）
1993（平成	５）年４月　日本情報処理協会調査研究委員（1994年３月まで）
1993（平成	５）年４月　私立大学情報教育協会広報委員（2002年３月まで）
1994（平成	６）年４月　イリノイ大学 ETAG 客員教授（1995年９月まで）
1996（平成	８）年４月　獨協大学情報センター主任研究員（1998年３月まで）
1996（平成	８）年４月　放送教育開発センター研究員（1997年３月まで）
1998（平成10）年４月　メディア教育開発センター研究員（2008年３月まで）
2002（平成14）年４月　私立大学情報教育協会フォーラム委員（2008年３月まで）
2005（平成17）年４月　獨協大学キャリアセンター所長（2009年３月まで）
2008（平成20）年４月　私立大学情報教育協会ＩＴ化フォーラム委員（2016年３月まで）
2008（平成20）年４月　メディア教育開発センター客員教授（2009年３月まで）
2010（平成22）年４月　獨協大学経済学研究科委員長（2015年３月まで）
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2011（平成23）年４月　獨協大学情報学研究所所長兼任（2015年３月まで）
学会役員
1997（平成	９）年	４月　教育システム情報学会評議員（2003年３月まで）
1997（平成	９）年	９月　ＣＩＥＣ理事（2011年８月まで）
1997（平成	９）年	９月　ＣＩＥＣカンファレンス委員会副委員長（2008年８月まで）
1997（平成	９）年10月　教育工学会研究委員会委員（1999年９月まで）
1999（平成11）年	１月　教育システム情報学会論文編集委員（1999年12月まで）
2000（平成12）年	４月　情報処理学会教育とコンピュータ研究会運営委員（2004年３月まで）
2004（平成16）年	４月　情報処理学会教育とコンピュータ研究会幹事（2008年３月まで）
2005（平成17）年	４月　情報処理学会情報教育シンポジウムプログラム委員長（2006年３月まで）
2006（平成18）年	４月　情報処理学会代表委員（2010年３月まで）
2007（平成19）年	４月　情報処理学会特集号論文編集委員（2014年３月まで）
2008（平成20）年	４月　情報処理学会一般情報教育委員会幹事（2015年３月まで）
2008（平成20）年	９月　CIEC 研究委員会委員長（2011年８月まで）
2011（平成23）年	９月　CIEC 研究委員会委員（現在まで）
2015（平成27）年	４月　情報処理学会一般情報教育委員会委員（現在まで）
2015（平成27）年	４月　情報処理学会教育とコンピュータ研究会委員（現在まで）
社会活動
2004（平成16）年	４月　草加市小中学校通学区域審議会委員（2011年３月まで）
2006（平成18）年	４月　草加市次世代育成支援対策地域協議会委員（2016年３月まで）
2008（平成20）年	４月　草加市情報公開・個人情報保護審議会委員（2016年３月まで）
免許・資格
1969（昭和44）年	３月　中学校１級教員免許（数学）
1969（昭和44）年	３月　高等学校２級教員免許（数学）
1973（昭和48）年	３月　高等学校１級教員免許（数学）
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主要業績
著書
		1）『電子計算機演習 FORTRAN』、実教出版 (1970.4)（共著）
		2）『電子計算機演習 FORTRAN- 改訂版』、実教出版 (1975.4)（共著）
		3）『コンピュータ』、科学博物館、自然科学と博物館 (1979.9)（共著）
		4）『コンピュータ・プログラミング』、獨協大学同窓会出版 (1983.4)（共著）
		5）『FORTRAN77』、泉文堂 (1983.10)
		6）『FORTRAN77―改訂版』、泉文堂 (1985.9)
		7）『第 1種情報処理技術者試験パターン別実践テスト』、税務経理協会 (1986.8)（共著）
		8）『はじめてのプログラミング』、有斐閣 (1988.9)（共著）
		9）『FORTRAN77―二訂版』、泉文堂 (1989.9)
10）『情報処理技術者の適性』、有斐閣 (1990.4)
11）『情報処理技術者の適性検査』、技研情報センター (1990.8)（共著）
12）『情報処理の基礎』、朝倉書店 (1991.4)（共著）
13）『FORTRAN77 二改訂版』、泉文堂 (1991.4)
14）『ファジー研究戦略』、オーム社 (1991.6)（共著）
15）『情報処理技術者試験第１種出題傾向と対策　４年版』、税務経理協会 (1991.9)（共著）
16）『Basic	プログラミングの基礎』、朝倉書店 (1992.4)
17）『情報処理技術者試験第 1種出題傾向と対策　５年版』、税務経理協会 (1992.8)（共著）
18）『情報処理技術者試験第 1種出題傾向と対策　６年版』、税務経理協会 (1993.8)（共著）
19）『CAI の現状と開発の問題点』、丸善 (1993.8)（共著）
20）『はじめてのプログラミング』、有斐閣 (1988.10)（共著）
21）『やさしいファジーシステムの話』、有斐閣 (1994.3)（共著）
22）『情報処理技術者試験第 1種出題傾向と対策　８年版』、税務経理協会 (1996.2)（共著）
23）『情報処理の基礎第２版』、朝倉書店 (1996.3）（共著）
24）『Visual	Basic と教育システム情報』、朝倉書店 (1997.4)
25）『Word、Excel、インターネット演習』、朝倉書店 (1997.4)（共著）
26）『大学の授業改善』、有斐閣選書、Pp.112-117（1999.5）（共著）
27）『コンピュータとネットワークによる情報活用』、2000 年５月、朝倉書店
28）『高等教育と IT』、玉川大学出版部 (2003.10)（共著）
29）『びとコンピュータハンドブック』、京電気大学出版 (200)（共著）
30）『最新情報モラル』、日経ＢＰソフト (2009.8)（共著）
31）『eラーニングからブレンディッドラーニングへ』、共立出版 (2009.9)（共著）
32）『Visual	Basic プログラミング』、創成社 (2010.5)
33）『大学生の情報基礎』、日経ＢＰ社 (2011.4)（共著）
34）『情報とコンピュータ』、オーム社 (2011.9)（共著）
35）『最新情報モラル』、日経ＢＰ社 (2011.12)（共著）
36）『大学生の情報基礎（改定版）』，日経ＢＰ社 (2013.3)（共著）
37）『「日経パソコン	Edu」連携ワークブック』、日経ＢＰ社 (2013.3)（共著）
38）『学生のための「情報基礎」』、	日経ＢＰ社 (2014.3)（共著）
39）『大学生の情報基礎（第３版）』、日経ＢＰ社 (2015.3)（共著）
40）『これからの大学の情報教育』、日経ＢＰソフト社 (2016.3)（共著）
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論文
	 	1）“ 計算機による一般代数の処理言語 ”、Information,	Control	and	Systems	Winter	Symposium	69,	Vol.3,	
pp.187-201(1969.12)
	 	2）“Remarks	on	the	Carry	and	Overflow	Indicator	of	 the	1130	Computing	System”,	Dokkyo	University	
Studies	of	Economics	№7，pp.51-61(1971.3)
		3）“ 肺・循環器機能測定用M.S. コンピュータシステム”、医用マス研究会論文集、第２号、pp.53-58(1977.10）
	 （共著）
		4）”The	Development	of	the	Floppy	Disk	Data	Entry	System-Application	to	the	Lung	Function	Test	System”,	
RIDAI	Technical	Report	on	Management	Science,	Vol.1,	pp.91-106(1977.11)（共著）
		5）“Microcomputer	Scanning	for	Respiratory	Mass	Spectrometer”，質量分析、Vol.25、№1、pp.67-82(1978.1)
	 （共著）
		6）“Application	of	a	Twin	Ion	Source	Mass	Spectrometer	Simultaneous	Measurement	of	Respiratory	and	
Blood	Gases”,	Advances	in	Mass	Spectrometry,	Vol.8,	pp.1926-1933(1979.1)（共著）
		7）“ 呼気分析用質量分析計・マイクロコンピュータ代謝測定システム ”、質量分析学会、第27回年会講演集、
pp.69(1979.5)（共著）
		8）“N2ガス洗い出しによる肺内ガス換気効率の測定 ”、質量分析学会、第27回年会講演集、pp.67-68(1979.5)
	 （共著）
		9）”Twin	Ion	Mass	Spectrometer	for	Simultaneous	Measurement	of	Respiratory	and	Blood	Gases”，質量分析、
Vol.29，pp.178-190(1981.5)	（共著）
10）“Development	of	Respiratory	Mass	Spectrometer	and	Computer	System	 for	 the	Study	Lung	and	
Circulatory	System	Function”，International	Journal	of	Mass	Spectrometry	and	Ion	Physics，Vol.46，
pp.167-170（1982,6）（共著）
11）“ 呼吸・循環器・代謝整理の多角的測定 ”、医用マス研究会講演集、第８巻、pp.177-180(1983.10)（共著）
12）“ 呼吸分析質量分析計・コンピュータシステムによる呼吸・循環代謝の多次元測定 ”、医用マス研究会講
	 演集、第９巻、pp.24-28(1983.10)（共著）
13）”Automatic	Dyschromatopsia	Test”,	The	Visual	Computer,	No.2,	pp.97-101(1986.10)（共著）
14）“ プログラマ適性検査（図形の特徴抽出能力）の自動化 ”、情報処理学会、第33回全国大会講演論文集、
pp.2407-2408(1986.10)（共著）
15）“ 情報処理技術者の資質 ”、情報処理学会、第36回全国大会講演論文集、pp.2383-2384(1988.3)（共著）
16）“Automation	of	the	Aptitude	Test	for	Programmers”,	Dokkyo	Keizai，	№50，pp.329-341(1988.3)
17）“ 情報処理要員のための適性試験立体図形作成システム ”、情報処理学会、第36回全国大会講演論文集、
pp.2385-2386(1988.3)（共著）
18）“ 情報処理要員の適性検査―採用試験支援システム―”、情報処理学会、第36回全国大会講演論文集、
pp.2387-2388(1988.3)（共著）
19）“ 適性検査立体図形作成支援システム ”、情報学研究、№6、pp.47-56(1988.7)
20）“An	Expert	System	for	Recruiting	the	Information	Processing	Personnel”，Dokkyo	Keizai，№53，	pp.43-
57（1989.7）
21）“Knowledge	Engineering	Management-Issue	and	Prospect”,	Human	System	Management,	Vol.10, №
2(1991.4)（共著）
22）“ 外国語聞き取り強化のための CAI”、情報科学研究、第９号、pp.	(1991.7)
23）“ 情報処理技術の適性検査における難易度の指標 ”、獨協経済、第57号、pp,40-62(1991.10)
24）“CAI コースウェアの開発例と問題点 ”、情報科学研究、第10号、pp.(1992.7)
25）“ イリノイ大学における CAI システム ”、	獨協経済、第60号、pp167-190.(1993.10)
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26）“ 情報処理教育と新学習指導要領 ”、獨協経済、第60号、pp.191-223(1993.10)（共著）
27）“ 情報処理技術者のモチベーションに関する国際比較 ”、中央情報教育研究所、(1994.3)（共著）
28）“To	teach	Japanese	Tea	Ceremony	at	the	University	of	Illinois	by	using	Mosaic	hypermedia	environment”,
（共著）	
29）“ マルチメディア型コースウェア ”、情報科学研究、第12号、pp,	(1994.12)
30）”Development	of	a	Courseware	to	Teach	Japanese	Art	and	Culture	at	the	University	of	Illinois”,	DOKKYO	
Keizai，	№ 61，	pp.195-220(1995.3)
31）“ ネットワークを使った米国での日本文化教育 ”、CIEC、PC	Conference	95、pp.125-128(1995.6)（共著）
32）“Web を用いた茶道のコース開発 ”、計測自動制御学会、第11回ヒューマン・インタフェース・シンポジュ
ウム論文集、pp.127-139(1995.10)（共著）
33）"The	Development	of	Multimedia	Courseware	of	Japanese	Culture	via	Internet",	ED-MEDIA	96,	(1996,6)
	 （共著）
34）“ イリノイ大学におけるネットワーク型コースウェアの開発と問題点 ”、教育システム情報学会、研究報告、
Vo.l.95、№ 4、pp.7-21(1995.12)（共著）
35）"The	Evaluation	of	Networked	Courseware",	Dokkyo	University	Studies	of	Economics	№ 64,	pp1-32,(1996)
（共著）
36）“ ネットワーク型コースウェアの開発とその評価 ”、平成８年度情報処理教育研究集会講演論文集、pp29-
32(1996)（共著）
37）“ コンピュータを用いた教育のための支援体制 ”、平成８年度情報処理教育研究集会講演論文集、pp352-
355(1996)（共著）
38）“Visual	Basic を用いたコース開発 ”、‘96	PC	Conference、pp102-108(1996)
39）“Visual	Basic を用いたマルチメディア型コースウェア ”、情報科学研究、第14号、pp77-85	(1996)
40）“ネットワークを用いたコースの開発例と問題点”,	Council	for	Improvement	of	Education	through	Computers,	
創刊準備号 ,	pp56-61(1996).
41）“Evaluation	of	Networked	Courseware”,	Dokkyo	University	Studies	of	Economics,	№54,	pp.65-96(1997.1)
（共著）
42）“ マルチメディア型コースウェアの開発ー体育の授業におけるコンピュータの活用ー ”
43）“ ネットワークの最先端技術の教育への利用、'97	PC	Conference 予稿集、pp.29-32(1997.8)
44）“ インターネットを用いた教育・研究のためのサポートシステム、'97	PC	Conference	論文集、pp.95-
98(1997.8)（共著）
45）“コンピュータを用いた教育のためのサポートシステム ”、第11回私立大学情報教育協会大会、pp.80-
81(1997)
46）“ メディア利用による授業改善の研究	⑽－インターネット、プレゼンテーション・ツールを用いた授業ー ”、
教育工学関連学協会連合第 5回全国大会講演論文集、pp.243-246(1997.9)
47）“ マルチメディアを用いたスポーツ教材の開発 ”、教育工学関連学協会連合第５回全国大会講演論文集、
pp.689-690(1997.9)（共著）
48）“ インターネットを利用した教育と支援システム ”、電気関係学会東海支部連合大会講演論文集、pp43-
44(1997.9)（共著）
49）“ インターネットを用いた教育の評価 ”、第11回私立大学情報教育協会大会論文集、pp.144-145(1997)
50）“ インターネットを用いた教育・研究のためのサポートシステム、'97	PC	Conference	論文集、pp.95-
98(1997.8)（共著）
51）“マルチメディアを用いたインラインスケートコースウェア”、情報科学研究、第15号、pp.11-20(1997.9）
	 （共著）
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52）“ インターネットを利用した教育と支援システム ”、電気関係学会東海支部連合大会講演論文集、pp.43-
44(1997.9)
53）“ インターネットを利用した教育例と問題点 ”、情報科学研究、第15号、pp.21-30（1997．10）
54）“ ネットワークの教育への利用と問題点 ”、獨協経済、第67号、pp.47-66（1998.1）
55）“ インターネットを用いた日本文化理解のための日米コラボレーションシステムの開発その１－基本設
計 ”、獨協経済、第68号、pp.93-108(1998.3)（共著）
56）“ マルチメディア型コースウェアの開発と開発ツール”、私情協ジャーナル、Vol.6、№4、pp.17-19(1998.3)
57）“Collaborative	Learning	System	for	Japanese	Culture”,	ED--MEDIA98,	pp.(1998.6)（共著）
58）“ 日本文化理解のための日米コラボレーションシステムの開発 ”、’98	PC	Conference 論文集、pp.10-
13(1998.7)
59）“ 日本文化理解のためのコラボレーションシステム ”、日本教育工学会第14回大会講演論文集、pp.527-
528(1998.9)（共著）
60）“ 教材の電子メディア化と課題ー電子メディア化の現状と方向性 ”、第12回私立大学情報教育大会、
pp.181-184(1998.9)
61）“ メディア利用による大学の授業改善の研究ーネットワーク、プレゼンテーション・ツールを活用した授
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